
広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号９
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　常陸大宮市ネットワーカー協議会ヤッホーふれあ
いの会では、毎月シートベルト着用調査をJR山方
宿駅前で実施しています。

◎10～12月調査分

合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率％着 用 数台 数着用率％着 用 数台 数着用率％着 用 数台 数

95.223825073.9172397.422122710月１日

93.221923591.3212393.419821211月１日

90.218420485.7242890.916017612月３日
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12月からの年末　12月からの年末

の交通事故防止県民の交通事故防止県民
運動期間に合わせ運動期間に合わせ
て、市内各地で街頭て、市内各地で街頭
キャンペーンが実施キャンペーンが実施
されました。されました。

　

大
宮
地
域
で
は
、　

月
１
日
、
国
道
１
１

１２

８
号
ジ
ャ
ス
コ
常
陸
大
宮
店
駐
車
場
東
側
に

お
い
て
、
矢
数
市
長
、
大
宮
警
察
署
長
を
は

じ
め
署
員
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
大
宮

支
部
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
母
の
会
、
大
宮

地
区
防
犯
協
会
、
大
宮
防
犯
連
絡
協
議
会
、

そ
の
他
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
吉
田
有
希
ち
ゃ
ん
が
殺
害

さ
れ
て
２
年
が
経
つ
こ
と
に
伴
い
、
情
報
提

供
を
呼
び
か
け
る
「
特
別
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」を
実
施
。
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け
て
、

事
件
に
関
す
る
情
報
提
供
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

山
方
地
域
で
は
、　

月
４
日
、
国
道
１
１

１２

８
号
線
山
方
地
内
に
お
い
て
、
大
宮
地
区
交

通
安
全
協
会
山
方
支
部
、
山
方
地
区
交
通
安

全
母
の
会
、
茨
城
県
地
域
交
通
安
全
活
動
推

進
委
員
、
常
陸
大
宮
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
協

議
会
が
参
加
し
、
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に

安
全
運
転
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

美
和
地
域
で
は
、　

月
４
日
、
交
通
安
全

１２

推
進
員
に
よ
り
、
自
転
車
で
通
学
す
る
美
和

中
学
生
に

対
し
、
自

転
車
の
安

全
を
呼
び

か
け
る
パ

ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布

を
行
い
ま

し
た
。 

　

ま
た
、　

月
５
日
に
は
、
道
の
駅
み
わ
前

１２

に
て
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
美
和
支

部
、
美
和
地
区
交
通
安
全
母
の
会
、
美
和
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
警
察
署
の
協
力
を
得
て

チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
、
安
全
運
転
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

緒
川
地
域
で
は
、　

月　

日
、
国
道
２
９

１１

３０

３
号
上
小
瀬
Ｔ
字
路
に
お
い
て
、
大
宮
地
区

交
通
安
全
協
会
緒
川
支
部
に
よ
り
、
街
頭
立

哨
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
緒
川
中
学
校
入
口
に
お
い
て
、
茨

城
県
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
、
大
宮

地
区
交
通
安
全
協
会
緒
川
支
部
に
よ
り
、
中

学
生
を
対
象
に
自

転
車
安
全
利
用
五

則
啓
発
チ
ラ
シ
の

配
布
を
行
な
い
、

交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
　

月　

日
に

１２

１０

は
、
国
道
２
９
３

号
か
ざ
ぐ
る
ま
前
に
て
、
緒
川
地
区
交
通
安

全
母
の
会
や
交
通
安
全
協
会
、
警
察
署
等
が

参
加
し
、
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
な
が

ら
、
行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
飲
酒
運
転
の

追
放
や
安
全
運
転

の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

▲美和地域

▲山方地域

▲大宮地域
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月
２
日
、
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

１２
「
か
が
や
き
」、
お
お
み
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
が
や
き
内
で
は
、
保
健
衛
生
功
労
者
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
美
和
太
鼓
に
よ
る
演
奏
、
腹
話
術
、
健

康
劇
、
健
康
ク
イ
ズ
な
ど
新
た
な
出
し
物
も

加
わ
り
、
参
加
者
は
、
出
演
者
と
一
体
と

な
っ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
バ

ザ
ー
、
模
擬
店
、
も
ち
つ
き
、
身
障
者
福
祉

会
に
よ
る
甘
酒
の
配
布
、
下
町
そ
ば
愛
好
会

に
よ
る
手
打
ち
そ
ば
の
販
売
、
か
が
や
き
内

で
は
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ア
イ

ロ
ン
ビ
ー
ズ
や
屋
上
の
足
つ
ぼ
健
康
コ
ー

ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
で
は
生
活
習
慣
病
予
防

に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
や
県
歯
科
医
師
会

の
協
力
に
よ
り
歯
科
相
談
を
行
う
な
ど
、
師

走
の
穏
や
か
な
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、

昨
年
を
上
回
る

た
く
さ
ん
の
人

が
訪
れ
、
各

コ
ー
ナ
ー
と
も

大
盛
況
で
し
た
。

　
　

月
１
日
、
茨
城
大
学
人
文
学
部
と
常
陸

１２
大
宮
市
と
の
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、「
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
〜
私
た
ち
の

地
域
づ
く
り
活
動
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
山
方
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
茨
城
大
学
人
文
学

部
教
授
、
地
場
産
品
製
造
者
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
団
体
等
の
方
　々

人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

１１

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　

茨
城
大
学
人
文
学
部
准
教
授 
西
野
由
希

子
先
生
の
進
行
に
よ
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
地

域
に
お
け
る
活
動
状
況
や
、
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
な
ど
、
様
々

な
意
見
が
飛
び
交
い
、
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
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月　

日
、
大
宮
西
小
学
校
に
お
い
て
学

１２

１０

童
保
育
施
設
の
開
所
式
が
行
わ
れ
、
矢
数
市

長
を
は
じ
め
、
駒
田
市
議
会
議
長
、
坂
本
教

育
長
、
区
長
さ
ん
の
ほ
か
、
学
童
保
育
の
児

童　

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

４４

　

学
童
保
育
施
設
は
、
西
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

内
に
建
設
さ
れ
、
定
員
は　

人
。
保
護
者
が

６０

就
労
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
１
年
生

か
ら
３
年
生
を
対
象
に
、
放
課
後
の
安
心
安

全
な
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

　

児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
６
人
の
専
任
の

指
導
員
が
放
課
後
か
ら
午
後
７
時
ま
で
預
か

り
、
児
童
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
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人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
啓
発
活
動

の
一
環
と
し
て
、　

月　

日
、
山
方
小
学
校

１２

１１

で
、
常
陸
大
宮
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
野
澤
知
行
会
長
）
の
主
催
に
よ
り
、
人
権
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
泰
全
人
権
擁
護
委
員
が
講
師
と
な

り
、
山
方
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、

い
じ
め
を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
視
聴
し
、
そ
の
感
想
を
も

と
に
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
栃
木
県
那
須
塩
原
市
『
塩
原

１１

１１

渓
谷
』に
お
い
て
、
美
和
地
域
体
育
協
会（
坂

井
勇
会
長
）
主
催
に
よ
る
「
第　

回
美
和
歩

２８

く
会
」
が
開
催
さ
れ
、
１
５
１
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議

会
（
坂
井
勇
会
長
）
も
加
わ
っ
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気

と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

紅
葉
の
渓
谷
を

望
み
、
最
後
は

足
湯
に
浸
か
り

健
康
づ
く
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま

し
た
。
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月　

日
か
ら　

日
、
１
月
８
日
か
ら　

１２

２３

２５

１１

日
の
間
、
姥
賀
町
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
土
曜

ド
ラ
マ
「
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」
の
ロ
ケ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
に
は
、
市
内
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
。　

年
代
の
設
定

７０

で
、
デ
モ
行
進
や
試
乗
会
に
や
っ
て
く
る

シ
ー
ン
な
ど
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ラ
マ
の
放

送
は
、
４
月
か
ら
６

月
頃
の
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
知
り
合
い

の
方
が
登
場
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
　

月
８
日
、
県
内
各
地
に
お
い
て
地
域
活

１２
動
を
実
践
し
、
県
民
運
動
の
普
及
に
努
め
て

い
る
「
大
好
き 
い
ば
ら
き
県
民
運
動
地
域
推

進
員
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
）」
な
ど
が
、
地
域

の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
自
身

に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と

と
も
に
、
各
種
地
域
活
動
団
体
と
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
活
動
推
進
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
緒
川
地
域
で
花
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
実
践
し
て
い
る
お
が
わ
花
の
会
（
小

瀬
梅
子
代
表
）
ほ
か
２
団
体
に
よ
る
活
動
事

例
発
表
の
ほ
か
、
郷
土
芸
能
発
表
と
し
て
、

常
陸
太
田
市
出
身
の
民
謡
歌
手
會
澤
あ
ゆ
み

さ
ん
に
よ
る
磯
節
の
披
露
や
他
県
か
ら
茨
城
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県
内
に
移
り
住
ん
だ
方
に
よ
る
方
言
ス
ピ
ー

チ（
出
身
地
の
言
葉
で
茨
城
に
つ
い
て
語
る
）

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
市
か
ら
も
、
秋
田

県
出
身
の
高
沢
ハ
ル
ノ
さ
ん
が
出
演
し
、
秋

田
弁
で
民
謡
を
披
露
し
、
会
場
を
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に

は
、
参
加
者
全
員

で
童
謡
「
ふ
る
さ

と
」を
合
唱
し
て
、

よ
り
よ
い
地
域
づ

く
り
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
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月
８
日
、
県
立
図
書
館
に
お
い
て
、
第

１２
５
回
茨
城
県
中
学
生
・
高
校
生
に
よ
る
「
体

験
学
習
」
発
表
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
連

携
中
学
校
（
美
和
中
・
緒
川
中
・
御
前
山
中
）

が
中
学
生
の
部
で
み
ご
と
県
教
育
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
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月　

日
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
連
絡
協
議

１１

２１

会
の
受
賞
式
が
、
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
（
東
京
都
）
に
お
い
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
、

塩
田
小
学
校
が
団
体
賞
に
、
ま
た
、
個
人
で

は
、
柴
田
雅
則
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

柴
田
さ
ん
は
、
現
在
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互

助
会
副
理
事
長
の
職
に
あ
り
、
塩
田
小
学
校

の
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
等
の
重
職
も

歴
任
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
団

体
、
個
人
と
も

に
ダ
ブ
ル
受
賞

と
な
り
、
地
域

を
あ
げ
て
喜
ん

で
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
市
か
ら
示
さ
れ
た

「
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・
快
適
な
活

力
の
ま
ち
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
、
連

携
中
学
校
に
お
け
る
地
域
の
問
題
点
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
小
瀬
高
校
の
協
力
を
得
て
、

地
域
の
様
子
、
高
齢
者
の
福
祉
、
介
護
の
仕

方
の
３
点
を
中
心
に
研
究
を
進
め
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

御
前
山
中
学
校
の
綿
引
先
生
を
中
心
に
各

学
校
の
先
生
方
の
ご
指
導
の
下
、
何
回
も
リ

ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
、
中
学
校　

校
・
高

１２

校　

校
の
代
表
校
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

１２

　11月25日、諸沢駐在所の今村巡査夫妻が、諸沢
地区の子どもたちに声をかけ、駐在所にあるクリス
マスツリーの飾りつけを行いました。
　高さ２ｍほどのツリーに、ご夫妻が用意した飾り
に歓声をあげながら、子ども達は楽しんで飾りつけ
をしました。
　今村巡査は、今年赴任してきたばかりで、諸沢地
区が好きで早く地域の方と親しくなりたいと、ク
ロッケー場などにも来てくれるので、お年寄りの方
たちも来てくれるのを楽しみにしているようです。
　駐在所のツリーは、優
しく照らしてくれていま
した。

●広報協力員レポート●
相沢　洋子さん（諸沢）

　みんなで楽しく
クリスマスツリーの飾りつけ　
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月　

日
、「
人
が
作
る
森
林
（
も
り
）

１０

２７

の
未
来 
森
林（
も
り
）が
作
る
人
の
未
来
」を

テ
ー
マ
と
し
て
、
茨
城
県
植
物
園
に
お
い
て

「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
市
内
の
方
々
も
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

敬
称
略

〈
茨
城
県
林
業
コ
ン
ク
ー
ル
〉

 

◎
林
業
経
営
部
門

 
 

最
優
秀 

本
橋　

義
勝
（
小
舟
）

 

◎
造
林
部
門

 
 
 
優

秀 

大
森　

文
雄
（
久
隆
）

 

◎
間
伐
部
門
（
優
良
材
生
産
の
部
）

 
 
 
優

秀 

木
村　

重
雄
（
盛
金
）

 
 
 
優

良 

川
野　
　

基
（
鷲
子
）

 

◎
間
伐
部
門
（
森
林
機
能
保
全
の
部
）

 
 
 
優

良 

本
橋
百
合
子
（
小
舟
）

〈
し
い
た
け
管
理
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
〉

 
 
 
優

良 

佐
藤　

文
夫
（
長
田
）

〈
児
童
生
徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
〉

 
 

茨
城
県
知
事
賞

 
 
 

 

高
畠　

拓
人
（
八
里
小
）

〈
山
火
事
予
防
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
〉

 
 
 
佳

作 

菊
池　

愛
里
（
第
一
中
）

 
 
 

〃
 

星
野
由
季
菜
（
第
一
中
）
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月　

日
、
常
陽
藝
文
セ
ン
タ
ー
に
お
い

１１

２９

て
、
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
運
動
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
第　

回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ

３５

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
、
１
２
０
７
の
団

体
、
学
校
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
内
で
は
、

６
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
賞

寿
会
（
美
和
地
域
）

県
議
会
議
長
賞

や
ま
び
こ
厚
生
園
（
緒
川
地
域
）

茨
城
新
聞
社
長
賞下

郷
高
砂
会
（
緒
川
地
域
）

上
野
小
学
校
（
大
宮
地
域
）

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
理
事
長
賞

睦
会
（
美
和
地
域
）

大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会
議
会
長
賞

上
野
小
学
校
（
大
宮
地
域
）

平
成　

年
度
感
謝
状
贈
呈
団
体
・
学
校

１９

世
喜
小
学
校
（
大
宮
地
域
）

＊
寿
会
の
花
壇
は
、
５
年
間
県
の
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
さ
れ
ま
す
。
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月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
横
浜
赤
レ
ン

１１

１４

１８

ガ
倉
庫
に
お
い
て
、
第
１
回
レ
カ
ン
フ
ラ

ワ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
椎
名
み
な
子

さ
ん
（
小
貫
）
が
県
産
品
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を

使
っ
た
作
品
で
み
ご
と
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
て
い
た
ネ
イ

チ
ャ
ー
プ
リ
ン
ト
（
植
物
を
用
い
た
生
活
雑

貨
や
服
飾
品
）
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
出
品
し
、

佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た
。

レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
…
フ
ラ
ン
ス
語
の
宝
石
箱
を
意

味
す
る
「L

'e
c
rin

」
と
英
語
で
花
を
意
味
す
る

「F
lo
w
e
r

」
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
造
語
で
す
。

＊
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
や
押
し
花
な
ど
、
い
つ
で
も
教

え
て
い
た
だ
け
る
そ
う
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

�
　

－

２
３
４
１
（
ホ
テ
ル
鮎
亭
）
ま
で
。

５７

▲寿会の花壇

▲優秀賞　「生命」

　先月号に引き続き、今月は、市食生活改善推進員連絡協議会
主催の料理コンクールで優秀賞に選ばれた高村君江さん（山方
支部）の「どんぐりコロコロ」をご紹介します。

�材料（4人分） �
肉 だ ね ごぼう 200ｇ 鶏ひき肉 200ｇ
 玉ねぎ 小1個 人参 50ｇ
 ごま油 小さじ１ しいたけ （中） 8枚
 白ごま 小さじ２ 小麦粉 少々
 揚げ油 40cc 水溶き片栗粉 小さじ２
 Ａ：卵 1個 酒 大さじ２
 　　生姜汁 小さじ１ 塩・こしょう 少々
 Ｂ：しょうゆ 大さじ１ 砂糖 小さじ２
 　　みりん 大さじ１ 酒 大さじ１
付け合せ 水菜、飾り人参、レタス、ごぼうと人参のピクルスなど

�作り方�
①しいたけは、軸を落とす。
②肉だねのごぼうをみじん切りにし、酢を少々入れた水につける。（ささ
がき50ｇもつくる。）玉ねぎ、人参もみじん切りにする。
③フライパンでごま油を熱し②をしんなりするまで炒め、冷ましておく。
④鶏ひき肉を③に入れ、Aを加えてよく混ぜ合わせ、２等分にする。
⑤しいたけのかさの内側に小麦粉を薄くふり、④の半分の具をつめ、白ご
まをまぶす。残り半分の具は、やや小さめに丸め、ごぼうのささがきを
つけ、小麦粉を薄く振り、白ごまをまぶし、中温の油でしっかり揚げる。
⑥フライパンにBを入れてひと煮たちさせ、水溶き片栗粉でとろみをつ
け、盛り付け時にかける。
⑦付け合わせに季節の野菜等を飾りできあがり。

�������	
��
���������	
��
���������	
��
��
―　料理コンクール　―



広報　常陸大宮　　　　平成２０年１月号１３

����������

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
��������������������������������
����������������
����������������

�
�
�
�
�
��
�
�

　
　

月　

日
、
図
書
情
報
館
で
た
こ
作
り
教

１２

２６

室
が
行
わ
れ
、
市
内
か
ら　

人
の
小
学
生
が

５０

参
加
し
、
第
一
中
学
校
の
飛
田
隆
久
先
生
と

創
作
部
部
員
６
人
の
指
導
に
よ
り
、
２
本
骨

の
ビ
ニ
ー
ル
製
の
た
こ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
赤
や
黄
色
な
ど
の
カ
ラ
フ

ル
な
ビ
ニ
ー
ル
と
竹
ひ
ご
を
手
に
、
真
剣
な

表
情
で
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
子

ど
も
た
ち
は
、
自

分
で
作
っ
た
た
こ

を
元
気
に
ロ
ゼ

ホ
ー
ル
前
広
場
で

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
��������������������������������
����������������
����������������

�
�
�
�
�
��
�
�

　

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
和
牛
の
祭
典
で

あ
る
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
が
、
鳥
取

県
米
子
市
で　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
４

１０

１１

１４

日
間
行
わ
れ
、
茨
城
県
代
表
と
し
て
小
林
伯

さ
ん
（
小
場
）
の
「
み
や
き
た
号
」
が
種
牛

の
部
に
出
場
し
、
み
ご
と
１
等
を
受
賞
し
ま

し
た
。

������

　１１月１８日、プレ国民文化祭・茨城県芸術
祭 吟  詠  剣  詩  舞 道大会が常陸大宮市文化セン

ぎん えい けん し ぶ

ターで開催され、県内の吟詠剣詩舞愛好者
の方々、総勢約１， ０００人が 合  吟 コンクール

ごう ぎん

や大合吟、企画構成吟「蒙古の 砂  塵 」に出
さ じん

演しました。
　今大会のオープニングでは、大場小学校
児童全員による合吟「弘道館に梅花を賞す」
を披露しましたが、来年の国民文化祭いばらき２００８全国吟詠剣詩舞道祭では、合吟に合わせて扇子を使って
舞う「 詩  舞 」も披露します。練習を重ね、さらにすばらしい吟舞を披露してくれることでしょう。

し ぶ

　また、１２月８日には、第３回青少年をたたえる市民のつどいが常陸大宮市文化センターで開催され、その
アトラクションに塩田小学校児童による子ども歌舞伎「 子  宝  三  番 

こ だから さん ば

 叟 」と「白浪五人男」の公演がありました。
そう

　「子宝三番叟」は公演の最初を飾るめでたい曲。「白浪五人男」
は５人の盗賊の物語。どちらの演目も美しい着物を身にまとい、
練習を重ねた美しく迫力のある演技と 謡 を披露し、来客者を魅了

うた

していました。国民文化祭・いばらき２００８西塩子の回り舞台でも
すばらしい演技を披露してくれることでしょう。

�問い合わせ先���　教育委員会生涯学習課国民文化祭推進室　� 52－1111　内線344
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　12月９日、上小瀬にある立野神社で、毎
年恒例の 注  連  縄 と門松作りが行われ、総代

し め なわ

と護持会の方35人が奉仕にあたりました。
　出来上がった門松は、神社正面と社務所
玄関に飾られ、約７ｍの大注連縄は、ロー
プで引き上げながら一番大きな一の鳥居に
飾られました。
　奉仕者の一人は「今後は、地域文化を伝
承していく上でも、若い人に伝えていく必
要がある」と話していました。

国民文化祭・いばらき2008ホームページ　  http://www.kokubun2008.pref.ibaraki.jp/




